
〇その他についての説明原稿 

・東京 2020オリンピック自転車競技ロードレースと聖火リレーの運営を担う、コ

ースサポーターとボランティアの募集開始について 

１１月１日から、東京 2020オリンピック自転車競技ロードレースと聖火リレー

開催当日のコース沿道の交通整理や観戦場所の運営などを担う、コースサポータ

ーとボランティアの募集を開始いたしました。募集内容は３つで、大会組織委員

会と市が管轄するロードレースコースサポーターと、裾野市独自で募集するロー

ドレースボランティア、そして聖火リレーボランティアとなっております。 

コースサポーターは、コース沿道における資機材の設置・撤去や、観戦者・一

般通行者等の整理・管理などを担っていただきます。 

裾野市独自のボランティアは、ロードレースの観戦会場や聖火リレーコース沿

道、スタート・ゴール地点での会場運営や交通整理などを行っていただきます。 

来年の 1月 31日までの 3か月間、申込用紙による応募と、市公式ＨＰ上の申込

みフォームからの応募が可能です。 

多くの方の応募をお待ちしております。 

 

・みらい会議の開催について 

みらい会議の開催につきましては、９月８日に予定しておりましたが、台風１

５号の接近に伴いまして延期となっておりましたが、この度改めて開催するもの

であります。 

みらい会議につきましては、市民、地域、ＮＰＯ、企業などのまちづくりの担

い手と共に「これからの裾野」を考えていこうと開催するものであります。 

会場は、矢崎総業様にご協力をいただき、「矢崎総業 Y-CITY 内 ワールドヘッ

ドクォーターズ 第２ホール」となっております。 

今回のみらい会議は、市民有志により組織された「すそのフレンズ」が打ち合

わせを重ね、開催に向け準備を行いました。 



会議のテーマは「学校」です。「学校」という身近なことについて、小・中・高

校生にも参加いただき、大人を含む幅広い年代で話し合い、「学校」を通して、こ

れからの裾野について考えていきたいと思っております。 

ファシリテーターには、多くのセミナーやワークショップを実施し、全国各地

でご活躍をされている徳田太郎（とくだたろう）様をお迎えします。参加を希望

される方は企画政策課までお申し込みください。 

多くの皆様のご参加をお待ちしています。 

 

・「令和元年度 地域防災訓練」実施について 

静岡県では、住民等が一体となった訓練を昭和 58 年度から実施しており、「地

域の特性に応じた防災体制の確立」と「県民の防災意識の高揚による減災の実現」

を目的に、各市町の自主防災組織を主体とした地域防災訓練の実施を呼びかけて

おります。 

「地域防災の日」である 12 月第 1 日曜日（令和元年は 12 月 1 日）の実施を中

心として、自分と家族の命は自ら守る「自助」と、皆で助け合い支えあう「共助」

を実践する訓練とすることで、地域防災力の一層の向上を図っていくことを目的

としています。 

裾野市でも、毎年各自主防災会が中心となり、地域地震防災指導員・消防団等

の協力を得て、区民参加の訓練を実施しております。訓練内容とすると、安否確

認や消火訓練、救命訓練、炊出し他、各自主防災会で内容を決定し実施しており

ます。 

参加者は、市内 85区の区民と十里木地区自主防災会員で総勢 9,100人以上の参

加者が見込まれております。 

なおこの訓練には、市の職員が見学を兼ね、激励に行っており、各区で行われ

る訓練内容の把握に努めている所です。 

  



・１１月３０日（土）に開催するしずおか市町対抗駅伝の、裾野市代表選手につい

て 

１１月３０日（土）の朝１０時に県庁をスタートし、ゴールの草薙陸上競技場

まで、42.195ｋｍを小学生から壮年まで、各世代の代表がタスキをつなぎます。 

選手選考にあたっては、学校の先生方や、陸上教室のコーチなど関係各位のご

協力のもと、市町対抗駅伝裾野市実行委員会で、選考記録会を開催し、その結果

をもとに選手選考会議を開催し、代表選手が決まりました。 

裾野市チームの代表選手は配布しました資料のとおり、監督の小林先生を中心

に、精鋭のメンバーで大会に臨みます。２１名の代表選手のうち、１２名が正選

手として駅伝コースを走ります。 

また、選手壮行会を１１月２４日（日）１８時から生涯学習センターの３階学

習ホールにて行います。この壮行会で、当日のオーダー、正選手の発表を行いま

す。当日の裾野市のゼッケンナンバーは「８」。1区のスタート位置は、３列目の

中央です。どうぞ皆さん熱い声援をよろしくお願いします。 

  

・新成人者祝賀駅伝大会開催について 

次に当市で開催しております、新成人者祝賀駅伝大会の参加チーム募集につい

てです。 

この新成人者祝賀駅伝は、当市の冬の風物詩となっておりまして、今年も成人

式の開催日に実施いたします。本年は令和２年１月１２日（日）開催となります。 

この駅伝は新成人の門出を祝うため、須山小学校をスタートし、成人式会場の

市民文化センターまで 市内各地をタスキをつないで駆け抜けます。スタートは

８時となっており、例年、小中学生から壮年のチームまで幅広い年代のランナー

が、沿道からの応援を受けながら走っていただいております。 

参加申込は 11 月 8 日（金）から 12 月 8 日（日）までとなっております、ラン

ナーのふるってのご参加お待ちしております。 



・成人式の対象年齢について               

平成３０年６月１３日に民法の一部を改正する法律が成立したことにより、令

和４年４月 1日から、成人年齢が現行の 20歳から 18歳に引き下げられます。 

これに合わせ、市でも成人式の対象年齢を引き下げるかを検討しましたが、対

象年齢を１８歳にすることは、受験や就職など人生の重要な節目の時期と重なる

ことや、対象者や親御さんの負担が大きくなることが予想されること。また、１

８歳は飲酒など大人として、すべてのことが認められているわけではないことな

どを考慮し、お祝いと同時に社会人としての義務と責任を自覚してもらいたいと

いう式典の趣旨からも、裾野市においては令和４年度以降も引き続き２０歳を対

象とした式典とすることを決定致しました。 

なお、式典の名称については、今後２０歳の節目にふさわしいものを検討して

まいります。 

 

・すそのロケフェスタ 2020の開催について 

本市のフィルムコミッション事業に対しさらに興味、関心を深めていただくこ

とを目的として、本年度も「すそのロケフェスタ 2020」を 1月下旬に市役所地下

多目的ホールで開催します。 

１月２５日（土）には、メインイベントとして、好評いただいている「映画、

ドラマのおしごと」をテーマにしたトークイベントを開催します。今回のゲスト

は、オール裾野ロケ作品「fuji_jyukai.mov（フジジュカイドットエムオーブイ）」

のプロデューサーで、芸能事務所 ㈱エクセリング社長 木谷真規（きたにまき）

さんをゲストに、映画やテレビ番組制作におけるプロデューサーや芸能事務所の

役割をわかりやすく解説いただきます。 

木谷（きたに）さんは最近では、樹々希林さん最後の出演作品「エリカ３８(さ

んじゅうはち)」のプロデューサーでもあり、昨今の芸能界秘話も話してくださる

と思います。 



なお、トークイベント終了後は、フィルムコミッション交流会として、裾野市

のフィルムコミッション事業活動報告やボランティアエキストラ体験談発表、ケ

ータリングの料理人 こみずとうたさんが来場し、映画『キングダム』裾野ロケ

で提供されたロケの現場飯と同じメニューを披露してくださり、参加者の皆さま

に試食を体験していただきます。 

参加は事前応募制で 80名を定員とします。市公式ウェブサイト応募フォームか

ＦＡＸ、はがきで申し込んでください。定員を超える応募があった場合は、抽選

とし、招待券の発送をもって発表とさせていただきます。 

また１月２０日（月）～３１日（金）まで同じ会場にてフィルムコミッション

活動の紹介やロケ支援作品ポスターなどのパネル展を開催。昨年春に大ヒットし

た映画『キングダム』のパネルをはじめ、これまで市内で撮影された人気映画や

ドラマのポスター、台本や出演者の色紙などを展示します。 

 

・課題解決に向けた外部人材受入れについて 

裾野市は、昨年度、「裾野市データ利活用推進本部」を設置し、データ利活用に

関する各種取組みを推進しています。取組みの推進のため、昨年度、一般社団法

人コード・フォー・ジャパン様と政策立案におけるデータ利活用に関してパート

ナーシップ協定を締結しています。 

この度、コード・フォー・ジャパン様の事業の一環で、市の課題に対して企業

人材を派遣する「地域フィールドラボ」制度を活用し、外部人材の受入れを行い

ます。 

地域フィールドラボとは、市が提出する課題に対して、企業側とマッチングす

ることを条件に、週１回程度となりますが、企業の人材の派遣を 3 か月間受ける

ものです。なお派遣に係る費用は企業側が負担していただくことになっておりま

す。今回受入れる人材は、ライフデータデザイン株式会社 代表取締役社長の木

下真行（きのした まさゆき）様で、業務改革などを手掛けられてきた経歴があ



ります。 

今回の受入れ期間では、「市の課題であるペーパーレス化の推進」に関して、課

題の整理と課題解決に向けた提案を行っていただきます。 

なお、裾野市は、本年１０月３日に、データ利活用推進本部の下に、スマート

市役所推進部会を設置しており、今後、庁内業務へのＩＣＴ導入や紙からデジタ

ルへの転換について、全庁を挙げて検討を行っていきますが、その取組みにも資

するものと期待している所です。 

 

・「親子のキラキラタイム」、「親子クラシックコンサート」のちらし配布について            

最後となりますが、静岡県・裾野市・長泉町が共催しております、「親子のキラ

キラタイム」というチラシと、静岡県が主催し、裾野市が共催しております「親

子クラシックコンサート」のチラシを付けさせていただいております、あわせて

ご覧いただければと思います。 


